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日
本
の
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
に
よ
る
日
本
の
住
民
の
被
害
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

辻
元
清
美
提
出
の
、
日
本
の
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
に
よ
る
日
本
の
住
民
の
被
害
に
関
す
る
質
問
主
意
書
に
対
し
、
二
〇
〇
七
年

六
月
一
二
日
、
政
府
は
以
下
の
よ
う
に
答
弁
し
て
い
る
。

「
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
を
使
用
し
た
場
合
に
は
、
侵
攻
部
隊
を
迅
速
に
撃
破
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
我
が
国
が
被
る
人
的
被
害
を

縮
減
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
」

「
仮
に
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
を
使
用
す
る
よ
う
な
事
態
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
事
前
に
住
民
を
避
難
さ
せ
る
な
ど
国
民
の
安
全
確

保
に
十
分
留
意
し
、
ま
た
、
使
用
後
に
不
発
弾
等
の
危
険
物
が
生
じ
た
場
合
は
、
適
切
に
除
去
及
び
処
理
を
し
て
ま
い
り
た

い
」ま

た
、
久
間
防
衛
大
臣
は

「
日
本
の
場
合
は
、
不
発
が
起
き
な
い
よ
う
に
そ
の
信
管
の
製
造
を
非
常
に
綿
密
に
や
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
」
「
要
す
る
に

一
％
ぐ
ら
い
の
、
そ
れ
以
下
に
な
る
よ
う
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
」
（
二
〇
〇
七
年
四
月
二
四
日
、
参
議
院
外
交
防
衛
委
員

会
）
と
発
言
し
て
い
る
。

日
本
の
所
有
す
る
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
に
つ
い
て
は

一



「
平
成
一
八
年
度
ま
で
の
累
計
で
、
日
本
製
は
約
七
七
％
と
政
府
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」
（
二
〇
〇
七
年
三
月
一

二
日
、
参
議
院
予
算
委
員
会
、
福
島
み
ず
ほ
議
員
）
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

自
国
の
国
土
内
で
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
長
期
的
な
視
点
で
み
た
場
合
に
大
き
く
国
力
を
損
な
う
危
険
が

高
く
、
日
本
の
住
民
の
犠
牲
よ
り
も
国
家
防
衛
を
優
先
す
る
と
い
う
考
え
方
は
、
先
の
大
戦
に
お
け
る
反
省
を
な
い
が
し
ろ
に

す
る
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
以
下
、
質
問
す
る
。

一

《
不
発
弾
の
除
去
と
処
理
》
に
つ
い
て

�

自
衛
隊
は
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
の
使
用
、
並
び
に
不
発
弾
の
除
去
及
び
処
理
作
業
に
つ
い
て
演
習
を
行
っ
て
い
る
か
。

行
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
国
内
外
の
ど
の
地
域
か
。

�

個
人
の
土
地
・
財
産
、
経
済
・
産
業
活
動
の
復
興
に
対
す
る
補
償
に
対
し
、
責
任
を
負
う
の
は
誰
か
。

�

広
範
囲
に
発
生
す
る
避
難
民
の
受
け
入
れ
態
勢
に
対
し
、
責
任
を
負
う
の
は
誰
か
。

�

久
間
防
衛
大
臣
は
、
「
攻
撃
さ
れ
た
と
き
に
、
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
に
よ
っ
て
後
の
被
害
が
出
る
の
も
自
国
民
で
す
か

ら
、
国
民
が
ど
ち
ら
を
選
択
す
る
の
か
」
（
二
〇
〇
七
年
五
月
二
五
日
、
防
衛
省
・
自
衛
隊：

報
道
資
料
）
と
発
言
し
て

二



い
る
。
政
府
は
、
日
本
の
住
民
に
「
後
の
被
害
」
が
出
る
の
は
「
し
ょ
う
が
な
い
」
と
い
う
考
え
方
か
。

�

安
倍
首
相
も
、
日
本
の
住
民
に
「
後
の
被
害
」
が
出
る
の
は
「
し
ょ
う
が
な
い
」
と
い
う
考
え
方
か
。
ま
た
、
そ
れ
は

海
岸
線
を
持
つ
地
域
に
住
む
日
本
の
住
民
か
ら
、
十
分
に
理
解
を
得
て
い
る
と
い
う
認
識
か
。

�

ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
を
使
用
し
た
土
地
は
、
敵
・
味
方
・
当
該
住
民
い
ず
れ
も
が
利
用
で
き
な
い
「
危
険
区
域
」
と
し
て

置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
多
数
の
住
民
が
長
期
間
に
わ
た
る
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
が
、
政
府
は
「
我
が
国
が
被

る
人
的
被
害
を
縮
減
す
る
」
た
め
に
は
「
し
ょ
う
が
な
い
」
と
い
う
認
識
か
。

�

安
倍
首
相
も
、
日
本
の
住
民
に
「
後
の
被
害
」
が
出
る
の
は
「
し
ょ
う
が
な
い
」
と
い
う
考
え
方
か
。
ま
た
、
そ
れ
は

海
岸
線
を
持
つ
地
域
に
住
む
日
本
の
住
民
か
ら
、
十
分
に
理
解
を
得
て
い
る
と
い
う
認
識
か
。

二

《
自
衛
隊
所
有
の
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
》
に
つ
い
て

�

現
在
自
衛
隊
が
保
有
し
て
い
る
日
本
製
の
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
の
不
発
率
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
そ
の
不
発
率
と
は
、
い

つ
の
段
階
の
、
ど
の
よ
う
な
測
定
に
よ
る
も
の
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

現
在
自
衛
隊
が
保
有
し
て
い
る
米
国
製
の
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
の
不
発
率
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
そ
の
不
発
率
と
は
、
い

つ
の
段
階
の
、
ど
の
よ
う
な
測
定
に
よ
る
も
の
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三



�

「
日
本
製
は
約
七
七
％
」
で
あ
れ
ば
、
残
り
の
二
三
％
は
米
国
製
で
あ
る
の
か
。
そ
の
場
合
、
米
国
製
の
ク
ラ
ス
タ
ー

爆
弾
を
配
備
し
た
の
は
い
つ
か
。
ま
た
、
よ
り
不
発
率
の
高
い
米
国
製
の
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
を
配
備
し
た
理
由
は
何
か
。

三

《
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
の
自
国
内
で
の
使
用
例
》
に
つ
い
て

�

内
戦
状
態
に
置
か
れ
て
い
な
い
国
で
、
自
国
内
で
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
を
使
用
し
た
例
は
、
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。
具

体
的
な
国
名
を
示
さ
れ
た
い
。

�

内
戦
状
態
に
置
か
れ
て
い
な
い
国
で
、
自
国
内
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
使
用
を
想
定
し
て
い
る
国
は
、
日
本
以
外
に
ど

れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。
具
体
的
な
国
名
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


